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1319　　　 祖子菌の 酸化酵素を用 い た女性ホル モ ン 類似体の 分解
　　　　　　　 （新潟大 ・工 ・機能 材料 、需

石川農業 短大 ・食品科 学）

　　　　　　　　0 外崎貴志 、 門村紀子 、 山田清志、後藤秀幸
de、谷 口正 之 、 田中孝明

〔目鰯 　近年、種々 の 内分泌撹乱化学物質が動物の 生 殖機能や神経 系の発達 に悪影響

を及 ぼす こ とが 懸念され て い る。我々 は昨年度 の 大会 で 担子菌の ラッ カーゼ が 、ア ル

キル フ ェ ノ
ール類 を分解す る こ とを示 した 。

1）本研究 で は 、 合成女性 ホル モ ン で あ る

エ チ ニ ル エ ス トラ ジオール 、ジエ チ ルス チ ルベ ス トロM ル な どの 女性 ホル モ ン類似体

によ り汚染 され た底質 の モ デル を対象に ラ ヅ カ ーゼ による 分解処理 につ い て 検 討 した 。

〔方法 と結果】汚染底質の モ デル と して は．各 化合 物を 海砂 に吸着 させ た も の （3

pm ・ 11g）を用 い た 。 酵素 として は 、　 C面 o1 難 versfcolor の ノ亅・麦ふす ま固体培養抽出液

Pycnoporus　coccine．eus 　N来の ラ ッ カ
ーゼ を用い た 。モ デル底質 を酵素液に 懸濁させ て

反応を開始 した。
…・
定時 間反応後．反応液 か ら酢酸工 チル を用い て 基質 を抽 出 し 、 残

存量 を HPLC を用 い て 定量 した 。
エ チニ ル エ ス トラ ジオ ール 、ジエ チ ルス チ ルベ ス ト

ロ
ー

ル とも、30℃ 、 3 日間の 反応で 減少 した 。また、酵素の 再 添加 によ り分解率が向

上する こ と も示 された 。
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1320 担子 菌に よるチ オ フ ェ ン誘導体分解に おけ る基質認識 および代謝応答機構

（九大
m生物資源環境科学）一瀬博文 、 中溝真啓 、 ○割石博之、田中浩雄

【目的】　 難分解性芳香族ポ リマ ー
で ある リグニ ンを分解 する 白色腐朽菌を用 い た環境

汚染物質の 分解 が注 釁を集め て い る 。 非常に 複雑 な構造 を有す る リグニ ン を完全無機化

する こ とか ら 、 白色腐朽菌が窩度に制御された多機能性代謝能 を有す る こ とが考 えられ

た 。 また 、 我々の 研究室 にお いて 、 化石資源中に含 まれる含硫黄ヘ テ ロ 環化合物が 白色

腐朽菌に よ っ て 親水性化合物 へ 変換され る こ とが示 されて い る 。 そ こで 今回 、 20数種

にわたる チオフ ェ ン誘導体を基質と し 、 代謝経路を追跡す る こ とで 、 白色腐朽菌の 代謝

多機能性 を可能 とす る機構につ い て検討を開始 した 。

肪 法及 び結果 】　 白色腐朽菌カ ワ ラ タケ を供試菌 と し 、 高炭素低窒素源培地で 培養 し

た 。 基質添加後 、 生成 物を経時的 に定性 ・定量 した 。 さ らに 、 中間生成物を基質 と して

添加す る こ とで 、 詳細 な代謝経路 を同定 した 。 芳香環 を持た な い チオ フ ェ ン類は 一連 の

酸化
・還 元反痘 の 後 、O −S 結合 の 開裂 を伴 っ て 、 硫黄源 と して 菌 に 取 り込 まれ た 。

ベ

ン ズ および ジ ベ ン ゾチ オフ ェ ン誘導体は硫黄の 酸化 、 メ チル 側鎖の 水酸化お よ び配糖体

化 に よ り 、 親水性 の 化合物 へ と変換 され た 。現 在、ディ フ ァ レ ン シ ャ ル デ ィ ス プ レ
ー
法

に よ り 、 こ れ ら硫黄化合物の 添加 に よ り特異的に 発現 す る遺伝子 を検索 して い る 。
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